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　＜＜　一輪ざし＞＞  1998.10月号







　＜＜　一輪ざし＞＞
 1998.10月号
[image: itirinzasi]


　リサイクル作品を、左手のリハビリを兼ねて
＜＜一輪ざし＞＞を作ってみました。

　　材料は、チラシ、トイレットペーパーの芯、
　　フイルムケースをです。
　　出来上がりの高さは、約１６ｃｍくらいです。

　作り方の概略は、次のようです。
[image: fig1]


①チラシを筒状に丸める。＜ヒゴを使って＞
　　チラシを横長で８つに切り、約２ミリのヒゴを使って、管を作る。
　　この時、水で薄くした木工用ボンドを使って丸めたチラシが解けてしまう事
　　を防止する。
②管（くだ）を切る。
　　長さ　１６ｃｍ　　１２本
　　　　　　７ｃｍ　約４５本
③トイレットペーパーの芯を二つに切って、
　管を筒状に貼る。
　　この時、１６ｃｍの物を二本１３ｃｍに切り、
　　その内の一本を、速乾用ボンドで付ける。
　　　　ボンドが乾くまで待つ。
　　長い方を両端に二本ずつ貼る。
　　短い方を１２から１３本くらい貼る。
　　　　＜管の太さが様々であるから＞
　　長い方を５本はる。＜真ん中は１３ｃｍ＞
　　また、短い方を貼る。
④台を作る。ひし形に切った紙を置き、その上に、
　　短い方の管を１５本くらい、ひし形に貼る。
⑤速乾用ボンドで、本体と台を付ける。
⑥取っ手を付ける。少し、円筒より広げておくと良い。
⑦ニスを塗る。
　　チラシの模様が出ると感心しない場合は、絵の具で塗装してから、ニスを塗る。
　　完成

（私の場合は、左手だけしか使えないから、いろいろな場面で重りを使って 補助します。重りは、望遠鏡の重りや文鎮です。）
















＜＜　一輪差（続き）＞＞ 1998.11月号２回







＜＜　一輪差（続き）＞＞
1998.11月号２回

　実は、始めに一輪差を作った時、トイレットペーパーの芯のサイズが変わった物がある事は、知りませんでした。 たまたま、４ｃｍ弱の物と４．５ｃｍ強の物がある事を知りました。
　それで、少し大きな「一輪差」を作って見ました。形は、前の物と同じです。 水を入れる容器も変えて、乳酸菌の空いたプラスチックの容器にしました。


　作り方は、前回に詳しく述べた項目は、簡単にします。
[image: fig2]


①　管を作る。
②　管を切る。
　　　長い方　　２０ｃｍ（１２本）
　　　短い方　　8.5ｃｍ　（５０本くらい）
③　トイレットペーパーの芯に管を貼る。
　　　この時、一番始めに付ける物は、速乾用ボンドを使うと、
　　　作業が楽である。
　　　短い方は、片方で、１５から１６本必要。
④　台を作る。
　　　厚手のチラシを平行四辺形にして、その上に、１８本位、管を貼る。
⑤　台と本体を付ける。
　　　本体の周囲に４ｃｍ×４ｃｍくらいの障子紙を貼る。
　　　約半分、台と付けるため残しておく。
　　　乾いたら、５ミリくらいに切る。[image: fig3]

　　　障子紙と管の端に、水で溶かしたボンドをたっぷり付けて
　　　台と接合する。
　　　ボンドが十分乾くまで、重りを乗せておく。
　　　（速乾用ボンドを使うと、早く乾く。その場合は、直接ボンドを使用。）


⑥　本体の長い方の管を、張り合わせる。
　　　水で溶いたボンドを十分つけて、輪ゴムで
　　　固定する。
　　　（⑤の前で、この作業をやってもよい。）
⑦　持ち手つける。
　　　短い管を２本使って作業をする。そして、[image: fig1]
　　　取っておいた、長い管の真ん中にした管
　　　の切れ端を付ける。
　　　水で溶いたボンドを十分つけて、輪ゴムで
　　　固定しておく。
⑧　バンドを付ける。
　　　筒の上端と下端に付ける。下端の場合は、
　　　出来るだけ台と密着するように付けるとよい。
　　　そして、水で溶かしたボンドを台とバンドの
　　　間に十分染み込ませておく。
⑨　持ち手と長い管の上端を切り揃えてよく。
⑩　好みによって、着色して、ニスを塗り、完成。
　　　私の場合は、チラシの色を生かしている事が多い。
　　　ニスは、水性を使うと、後始末が早い。
















＜＜　リモコン立て（兼・筆立て）＞＞ 1998.11月号３回







　＜＜　リモコン立て（兼・筆立て）＞＞
1998.11月号３回
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チラシの管（くだ）を使って、「リモコン立て」も作りました。
「一輪ざし」と比べて、管の数は、多くなりますが、
実用性は、はるかに上です。

①　管を作る。「一輪ざし」と同様に。
②　管を切る。
　　　長い方　　　8.5ｃｍ（８３本くらい）
　　　短い方　　　7.5ｃｍ（２３本くらい）
そのまま　　　　　　(３本)
　　　　　　　　　　　　　（平たくしておく）
③　部品を作る
　　管を貼って、部品を作る。図を参考にする。
[image: fig41]

　　台の場合、チラシを7ｃｍ×8ｃｍくらいの長方形に
　　切り、その上に管を貼る。
　　私の場合は、作業が片手でするので、厚紙で直角に
　　貼るような道具を作って、作業を進めた。

④　筒を作る
　　上の図を参考に。
　　以下の作業は、速乾用ボンドを使う。
　　　Ａの両側にＢを貼る。乾いたら、もう一枚のＡをはる。
　　　Ｃの両側にＤをはる。
　　
⑤　台と本体を付ける。[image: fig42]
　　　台に、ＡとＢと貼り合わせた物を、貼る。
　　　それが乾いたら、ＣとＤと貼り合わせた物を貼る。

⑥　バンドを付ける。
　　下のバンドは、台と筒を張り合わせるように、ボンドは大目にする。
　　上の二本のバンドは、クリップを利用して完全に筒に密着させる。

⑦　好みによって、着色して、ニスを塗り、完成。
　　　私の場合は、チラシの色を生かしている。従って、着色はしない。
　　　ニスは、水性を使うと、後始末が早い。
















＜＜　年賀状入れの小箱　＞＞ 1998.12月号







＜＜　年賀状入れの小箱　＞＞
1998.12月号

[image: pho43]

空き箱のボール紙を使い、15ｃｍ×15ｃｍの千代紙を使います。
千代紙を一枚だけ使うことにすると、これくらいの箱になります。

①　空き箱を切り、平らにする。
　　　ビスケット等の空き箱 ４つで一つ出来る。

②　その２枚を、水で溶いた木工用ボンドで貼り合わせる。
　　　その時、箱にいた筋は、直角にして置くと良い。
　　　絵がつやつやしている時は、ボンドに混ぜる水を少なくする
　　　Ａ版の表紙なら、３枚を貼り合わせる。

③　ボール紙を所定の寸法に切る。
　　図を参考にする。曲げる所は、カッターナイフで「すじ」を付ける。
[image: fig43]

④　色画用紙で箱型にする。
　　寸法は、先の図のようにする。
　　組み立て方も、図を参考にする。[image: fig44]
　　　少し乾いたら、図を参考に
　　　余分な部分を折り曲げて貼る。

⑤　ふたに、千代紙を貼る。
　　　寸法は、先に示した図を参考にする。

⑥　ふたの両端に、「１９９９年賀状」と
　　　ワープロで書いた紙を貼る。
　　私は、一方は、「１９９９年賀状」。
　　もう一方は「平成１１年賀状」としている。

⑦　ニスを塗り、完成。
　　　ニスの代わりに、水で薄くのばしたボンドを使っている。

　 　こうして出来た「年賀状入れ」は、官制葉書、やく１００枚入る。

　「プレゼント」のページも見て下さい。
















＜＜　鉛筆立て　＞＞ 1999.1月号







　　＜＜　鉛筆立て　＞＞
1999.1月号
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空き箱は、最近ダンボール製の物が多くあります。
そのダンボール紙を使って鉛筆立ても作りました。
鉛筆立ては、もう百個ぐらい作っています。


①　なるべく薄い密なダンボールを使います
　　　それを図１のような寸法にきる。

②　切り込みの無い方に画用紙を貼って筒型にする。図２

③　表に黒い画用紙を貼る。図３
[image: fig45]


　　裏に曲げる所は、ハサミを使って切って曲げる。
　　底になる方もハサミで切る。
　　そして、出来るだけ六角形にするように気を付ける
④　下になる方を内側に曲げて、上になる方は、
　　内側に曲げて貼る。

⑤　下になる方は、
　　出来るでけ正六角形になるように貼る。
[image: fig46]

⑥　表面に千代紙などを貼る貼る。
　　　私の場合は、現在は千代紙を使用している。
　　　写真の物は、家内の知り合いの人に貰った物を
　　　使用している。

⑦　底を付ける。
　　寸法は、どうしても正六角形にはならないから、自分の作った筒に合わせる。
　　先に図のように印を付けてから切る。黒画用紙を貼って、
　　筒の底面にボンドを塗り貼り合わせる。上から定規などで押さえると良い。

⑧　ニスを塗り、完成。
　　　ニスの代わりに、水で薄くのばしたボンドを使っている。
















＜＜　切り絵のしおり（つばき）　＞＞ 1999.1月号







＜＜　切り絵のしおり（つばき）　＞＞
1999.1月号
[image: pho45]

空き私のオリジナルの切り絵のしおりです。花をテーマにした
物の一つです。このテーマにしたしおりは、約２０あります。
当分、花をテーマにしたしおりシリーズを掲載する予定です。

①　まず「つばきの型紙」を黒画用紙にホッチキスでとめる。
　　　私は、一度鉛筆がきの原図を切って、それを「型紙」にしている。

②　切り絵は、原則的に、「中から外に」「細かい所から」切る。
　　切り絵で使うカッターは、NTのＤ型の物を使っている。
[image: fig47]

③　「つばき」の場合は、まず、「葯」から切る。図１
　　　次に、「はなびら」を切る。図２
　　　もう一つの花を切る。図３
　　　次に、つぼみを切る。図４
　　　　　　「葉脈」を切る。
　　　中側から、輪郭を切る。
④　出来たら、型紙のホッチキスを外す。
⑤　障子紙を、水彩絵の具で希望の色になるように
　　「色紙」を作る。その際、ボンドを混ぜて置くと、
　　　色が他の所につく事を防ぎます。
　　「つばき」の場合は、「黄色」「赤色」
　　「緑色」を作ります。　　　図５
　　「赤色」は、わざと色むらを出して置くと
　　　良いと思います。

⑥　切りあがったしおりを裏返しにして、[image: fig48]
　　「色紙」も裏返し輪郭をとり、
　　カッターで「色紙」を切って、
　　水で薄めたボンドでを貼る。
　　　葯、花びら（上の花は、花びらごとに。
　　下の花は一つで。つぼみも一つ）、
　　葉脈の順番に貼る。

⑦　バックの色画用紙を貼る。出来あがったしおりの裏に水で薄くした
　　ボンドを薄く塗り、それをバックにしたい色紙を置いて貼る。
　　この時、はみ出したボンドは、かならず拭き取っておく。
　　そうしないと、後でボンドのしみが残ってしまう。
　　写真の場合は、バックとして「黄」と「薄い緑」を貼っています。
　　バックの色によって感じが変わります。

⑧　乾いたら、５０mm×１３５mmに切る。
　　穴あけ器を利用して、穴をあけて、リボンを付け完成。
















＜＜　切り絵のしおり（モクレン）　＞＞ 　1999/02/09








[image: pho46]



①　まず「モクレンの型紙」を黒画用紙にホッチキスでとめる。
　　　私は、一度鉛筆で原図を作り、それを切って、
　　　コピーして「型紙」にしている。

②　切り絵は、原則的に、「中から外に」「細かい所から」切る。
　　切り絵で使うカッターは、NTのＤ型の物を使っている。

③　「モクレン」の場合は、まず、「花びら」から切る。
　　　まず、「花びら」の先を切る。
　　　右から、順番に「花びら」を切る。図１
　　　次に、「つぼみ」を切る。図２
　　　　　　「茎」を切る。図３
　　　「左のつぼみ」の近くから、輪郭を切る。図４
　　　枠を切る時には、条規を使って切る。
[image: fig49]


④　出来たら、型紙のホッチキスを外す。
⑤　障子紙を、水彩絵の具で希望の色になるように
　　「色紙」を作る。その際、ボンドを混ぜて置くと、
　　　色が他の所につく事を防ぎます。
　　　ハクモクレンの場合、「白に薄緑のぼかしを入れる」
　　　ヒモクレンの場合は、「紫」
　　「こげ茶」を作ります。　
[image: fig410]


⑥　切りあがったしおりを裏返しにして、
　　「色紙」も裏返し輪郭をとり、
　　カッターで「色紙」を切って、
　　水で薄めたボンドでを貼る。
　　　「花びら」「つぼみ」「茎」の順番に貼る。

⑦　バックの色画用紙を貼る。出来あがったしおりの裏に水で薄くした
　　ボンドを塗り、それをバックにしたい色紙を置いて貼る。
　　この時、はみ出したボンドは、かならず拭き取っておく。
　　そうしないと、後でボンドのしみが残ってしまう。
　　写真の場合は、バックとして「緑」と「ピンク」を貼っています。
　　バックの色によって感じが変わります。

⑧　乾いたら、５０mm×１３５mmに切る。
　　穴あけ器を利用して、穴をあけて、リボンを付け完成。

　　　私の場合は、「切る」時間は、約４５分で出来た。
　　色紙を切って貼る時間は約２０分。色紙を作る時間がもっとも長かった。

　「お知らせとお願い」のページに関連することを載せました。
















＜＜　切り絵のしおり（チューリップ）　＞＞
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①　チューリップ」は、版画にたとえれば、
　　「陰刻といった感じです。

②　「図１から図４」を参考に、切る。

③　出来たら、「型紙」を取る。

④　障子紙を、水彩絵の具で希望の色になるように
　　「色紙」を作る。その際、ボンドを混ぜて置くと、
　　　色が他の所につく事を防ぎます。
　　　花の色紙を作る。「ピンク」「黄色」等にする。
　　　葉の色紙を作る。「緑」一色にしないで、「黄色」で
　　　　　「ぼかし」を入れると良い。
[image: fig411]


⑤　切りあがったしおりを裏返しにして、「色紙」も裏返して輪郭をとり、
　　カッターで「色紙」を切って、水で薄めたボンドでを貼る。
　 「花びら」、「葉」の一部、「茎」、「葉」の順番に貼る。
⑥　バックの色黒画用紙を貼る。出来あがったしおりの裏に水で薄くした
　　ボンドで貼る。

⑦　乾いたら、５０mm×１３５mmに切る。
　　穴あけ器を利用して、穴をあけて、リボンを付け完成。
　「お知らせのページに関連することを載せました。
[image: line1]


















＜＜　切り絵のしおり（ツクシ）　＞＞







[image: fig412]



①　「ツクシ」の切り絵は、時間もかかります。
　　　今までの「しおり」と比べると、少し難しいです。

②　「図１」を参考に、切る。

③　出来たら、「型紙」を取る。

④　障子紙を、水彩絵の具で希望の色になるように
　　「色紙」を作る。その際、ボンドを混ぜて置くと、
　　　色が他の所につく事を防ぎます。
　　　茎・・すごく薄い茶色　　はかま・穂・・うすい茶色
　　　草・・緑　　「黄色」で「ぼかし」を入れると良い。
[image: fig413]


⑤　切りあがったしおりを裏返しにして、「色紙」も裏返して輪郭をとり、
　　カッターで「色紙」を切って、水で薄めたボンドでを貼る。
　 「図２」参照。
⑥　バックの色黒画用紙を貼る。出来あがったしおりの裏に水で薄くした
　　ボンドで貼る。

⑦　乾いたら、５０mm×１３５mmに切る。
　　穴あけ器を利用して、穴をあけて、リボンを付け完成。

　「お知らせ」のページに関連することを載せていきす。
















＜＜　切り絵のしおり（カーネーション）　＞＞







①　「カーネーション」の切り絵も、時間もかかります。
　　　少し難しいです。

②　「図１」を参考に、切る。
[image: fig414]


③　切り終わったら、「型紙」を外す。
④　障子紙を、水彩絵の具で希望の色になるように「色紙」を作る。
　　　はなびら・・赤又はピンク　　包（ほう）の部分・・緑

⑤　切りあがったしおりを裏返しにして、「色紙」も裏返して輪郭をとり、
　　カッターで「色紙」を切って、水で薄めたボンドでを貼る。
　 「図２」参照。

⑥　バックの色画用紙（写真の場合は、黄色）を貼る。出来あがったしおりの裏に
　　水で薄くしたボンドで貼る。

⑦　乾いたら、５０mm×１３５mmに切る。
　　穴あけ器を利用して、穴をあけて、リボンを付け完成。

　「お知らせ」のページに関連することを載せていきす。
















＜＜プリンターの台＞＞1999/7/9







＜＜リハビリで作った物　＞＞ 　　　　
[image: pho409]
 　今回は、新しい試みとして、木工を取り上げます。小さな物は、作った事がありますが、プラモデルと 同様に、接着剤で接合する事で完成する「貯金箱のキット」でした。今回は、プリンターを置く台を作って みました（図参照）。主な材料は、削った木材にしました。棚板には、「押し入れ用すのこ」を買ってきて 、その「すのこ」に、ベニヤ板を貼る事にしました。柱には、２センチ×５㎝くらいの板を使う事にしまし た。その他の材料として１.５㎝×４センチくらいの板を用意しました。
　問題は、釘を打つ事が出来ない事です。そこで、接着剤と木ネジで付けるように考えました。
[image: pho408]
　 一番困難と思われる事は、板を所定の長さに切ることでした。片手だけで「のこぎり」を使う事は、 材料が動いてしまって不可能です。 そこで、万能作業台を使う事を考えました。作業台は、いずれ使う事を考えて、ホームセンターで買って ありました。実際に使う事は、始めてです。この作業台は、天板が二つに分かれており、ネジで間隔が調整 されるようになっていました。また、天板には、穴が数カ所空いており、そこに、硬いゴム製の物をさすよ うになっていました(作業台の写真参照)。そこで、この作業台に板を挟んで固定し、板を切る事にしました。
　次は、工具の問題です。工具は、木を切る工具と穴を空ける工具、それにドライバーが必要です。私は、 病気になる前に、いろいろな工具を使っていました。その工具が使えるかを試し見ました。その結果、 「ジグソー」が、片手でも使えることが分かりました。そこで、少し厚い板は、「ジグソー」を使う事にし ました。また、普通の「のこぎり」もなんとか使えそうでした。
　「木ネジ」を使うときには、先に穴をあけて置く事が必要になってきます。「きり」が使えると良いと 思いますが、これは不可能です。また、ドライバーは、病気後に、小型の充電式「電動ドライバー」を買 ってきてありました。この「電動ドライバー」は、六角形したドライバーをはめ込んで使うようになって いました。それで、穴をあける事は、そのドライバーにあった「きりアタッチメント」を買ってきて、 使いました。
　時間は、かかったけれど何とか「プリンターの台」を作り上げる事が出来ました。この経験は、また少し 不可能と思った事を可能にしてくれました。私の家には、病気以前に、大工の兄から貰った「木材」がた くさんあります。その木材は、主に「板」の切れ端です。切れ端と言っても、６０センチ以上の物もあり ます。その、「板」を使って「プランター」でも作ろうかと思っています。うまく出来たら、また、「リ ハビリで作った物」に掲載します。 　
















＜＜プランターの試作品＞＞1999/7/9







＜＜リハビリで作った物　＞＞ 　　　　
[image: pho410]

　今年は、１０月になっても暑い日が続きました。ようやく５日ぐらいになって作業する気がしてきました。 作業は、疲れないように、１日２時間を限度にしましたので、試作品を作るのに幾日かかかりもした。
　病気になる前なら、電気ノコギリも使えましたが、今は、左手だけですから、電気ノコギリは、非常に 危険でありますから、使えません。従って、普通のノコギリを使いました。このノコギリは、古い物で、 家内が使ったと見えて刃こぼれあり、切れが悪く苦労しました。
　この試作品の写真を良く見てください。何か気がついて事はありませんか。そうです、「木ネジ」と 「くぎ」が使ってあります。横に並んだ二つは木ネジですが、縦に 並んだのは、「くぎ」です。
　前回の「プリンター台」の記述には、「くぎを使う事はできないから、木ネジを使っています」という ことが書いてあります。それが、「くぎ」が打っています。だれかに手伝ってもらったのではありません。 全部自分力でやりました。片手で「くぎ」を打つ事は、普通できません。それで、ある工夫をしています。 それは、前回書いた「電動ドライバー」を使って、あらかじめ細い穴をあけ、 その穴に「くぎ」をさしこんでから、打つ事をしたのです。時間がかかり ますが、全部、木ネジでやることと比べたら、問題無く早いと思いました。
　しかし、穴をあけて打つ事だと、強度が弱くなってしまいます。それで、打つ「くぎ」を、普通の 「くぎ」ではない「スクリュウくぎ」を使っています。左手で「くぎをうつ」事は、病気後では始めての 経験でした。あらためて工夫をするという事は、大切な事だと思います。
　しかし、板と板を直角に止めるは、大変でした。縦の位置の板を固定する手がないのです。健常者なら、 板の所定の場所に借り止めした物を、片方の手で持って、縦の板に打つ事ができます。それが、出来ないの です。私は、近くの物を使って、２枚の縦の板を軽く固定し、その上に、止める板をのせて打ちました。 この方法では、不正確になりました。それで、この試作品は、すこし傾き、平らな所に置くと、がたがた します。この辺が、まだ工夫する余地があります。次回には、もう少し工夫したいと思います。
　この試作品は、約18ｾﾝﾁ×18ｾﾝﾁ×15ｾﾝﾁ位の大きさです。まだ、植物は植え込んでありません。今、 育てているパンジーを植え込みたいと思っています
　次回の「リハビリで作った物」は、「年賀状作り」をについて書きたいと思っています。本年の年賀状は、 パソコン内蔵のソフトを使って作りました。パソコンを使うと、修正が容易です。だから、絵は同じですが、 文面や氏名などをかえて、３人の人に使ってもらいました。平成１２年の年賀状も、希望の人があれば、 印刷をしてあげようと思っています。詳しくは、次回で・・・・

















＜＜　はがき版の切り絵２　「うめ」完成　＞＞２０００年４月１日　掲載







[image: pho404]

　切り絵「うめ」が完成しました。前回の物をもとにして、少し、手を加えました。

　前回は、白黒でしたが、今回は、カラーにしました。花は、「紅梅」にしてあります。障子紙に絵の具で 着色しました。そのとき、少し、木工用ボンドを混ぜて、色移りの防止に役立つようにしました。色紙 (いろがみ)を使うときよりも、味わいが出ていると思います。現在は、筆で着色しています。それで、 色を完全に混ぜることをせずに、色むらが出るようにしています。その色むらを使って変化を出しています。 なぜ「紅梅」にしたのか、分かりましたか。「白梅」では、色むらを生かせないからです。バックは、 色画用紙を使いました。
　[image: pho422] 　「うめ」の切り絵は、少し時間がかかります。私の場合は、切る時間が、約６時間くらいかかっていくす。 一回の時間は、２時間くらいで休憩にしています。色を貼る時間は、約４時間くらいかかりました。
















＜はがき版の切り絵３　「ラッパすいせん」＞２０００年５月１日
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　「うめ」と同様に、ある人の「切り絵歳時記」を基にして、
「ラッパすいせん」を作りました。

　前回の「うめ」と比べて、時間的にも簡単でした。それで、
簡単な作り方を書きますから、どなたか挑戦して見ませんか。
挑戦してみようという人には、原図をメールで送ります。
　

１　原画を黒画用紙にホッチキスでとめる。
　
２　切り取る。
　　　大まかに、二つの花と葉の、３つの部分に分かれているから、
　　花から始める。どちらが先でも良いが、必ず、中央から切る。
　　そうしないと、細工が非常に困難になる。
　　最悪の場合は、破れてしまい作品が失敗に終わる。
　　　次に、花の下にある葉と茎を切る。
　　これも、中から両端の順番で切る。
　　　最後に、花の上ある葉を切り取る。
　
３　原画を取る。
　[image: pho412]
４　カラーにしたい時は、裏に色紙を貼る。
　　　私は、例により、障子紙に絵の具で着色して物を貼っている。
　
















＜はがき版の切り絵４　「アジサイ」＞６月１日
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　原画は、名古屋市総合リハビリセンターを退所する
とき、頂いた物です。

　原画は、色紙版の大きさですから、スキャナーで撮
り、それを、画像処理を行うソフトで、はがき版に縮
めました。
　それを、「ペイント」ソフトで、黒い線が細くなっ
ているため、少し太くしました。これを、はがき版の
原画にしました。

　「アジサイ」は、中心から、周囲に向かって、ただ、
ひたすらに切って行くだけです。そうは言っても、切
り絵の初心者には、大変です。「大変だ」と言うなら、
挑戦して見る価値がありそうだと言う人には、原画を
メールで送ります。

　切り終わったら、例により、障子紙に絵の具で色を
つけて色紙を、裏から貼ります。
　色紙版のときは、花びらを一つ一つ貼りましたが、
はがき版では、ある程度まとまった部分を貼りました。
右上の物と葉は、一つにするように貼りました。
　
















＜ドールハウスに挑戦！！（第五回）　「コーナー型のハウス完成」＞２００１年３月９日







[image: pho400-1]


　コーナー型のハウスを、一応、完成させました。
　前回より、「床」や「壁」の「そり」が少なくなりました。しかし、段ボールと、空き箱のボール紙では、 「そり」は、完全には無くなることは、非常難しいことと思います。だから、一応、完成として 置きます。
　前回書いた、「裏」も紙を貼ったら、「そり」は、少しだけに成るのではと考えます・・・と言うことを やりましたが、「そり」は、あまり無くならないのでした。そこで、「厚み」を 増すと どうなるかと考えて試行しました。そうすると、 「そり」が少なくなりました。
　窓枠は、細工が下手ですが、ガラスの質感を持たせるため、料理用のラッブを挟んでいます。窓枠は、 接着してないので、作りなおすことが出来るので、いずれ、もっときれいな物にする予定です。なお、 写真は、前に作った「書棚」と一緒に写しました。
　次は、４月になったら、更新します。何にするかは、まだ決まっていないけれど、「ライティングデスク」 でも、作ろうかなと思います。
















＜ドールハウスに挑戦！！（第七回）　「ライティングデスク試作品」＞２００１年４月６日
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　「ライティングデスク」の試作品ができました。
　目玉は、デスクを開いたり閉じたり出来るようにしたことです。工作は、試作品ですから、雑ですが、 開いたり閉じたり出来るように出来ました。
　「書棚」の開き戸と同じように、デスク板の下端に爪楊枝を接着し、それを蝶番の代わりにする事に しまして開閉が出来るようにしました。。それで、作り方の工夫をしています。通常は、背板と側板等を 作り、「デスク板」を着けて完成となると思います。しかし、蝶番は、使わず「爪楊枝」をつけてあるので、 この方法は、とれません。そこで、背板と側板 を「デスク板」を同時にボンドで接着する 方法を取りました。それから、天板、中板、引出しをつける板、棚板の順番で作り、最後に「引き出し」を 作りました。
　私は、左手一本の作業ですから、それなりの工夫や補助器具を使っています。現在のところ、何かを 固定する作業のとき、手の代わりとしての「錘」が役にたっています。その錘は、家内の望遠鏡の錘です。 この錘は、文鎮などと比べ相当重い物です。しかし、固定する物が動いて固定が出来ないこともありました。 それで、失敗することがたびたびあります。試作品といっても苦労しています。当然、ライティングデスクの 主な材料は、空き箱のボール紙と段ボールです。次は、ライティングデスクに合う「いす」を作る予定です。
















＜ドールハウスに挑戦！！（第八回）　「ライティングデスク用の椅子」＞２００１年４月１６日
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　「ライティングデスク用の椅子」ができました。
　特徴は、背もたれが直角ではなく、少し傾くようにしたことです。主な材料は、ボール紙ですから、 左手一本でもこれが簡単に出来てしまいました。ただし、時間は、すごくかかりました。
　２枚のボール紙（菓子などの空き箱を利用）を水溶きボンドを接着して物を作り、それを、約５ミリ弱の 幅に切り、それを３本接着します。これで、ボール紙が角材様になりましたが、よく乾いてから、 切り幅が少し違いのせいで凸凹があるからと、希望の寸法にするためサンドペーパーをかけます。 ボール紙で出来ているから、少し曲げる事が出来ますから、希望寸法に近づいたら、背もたれと脚の部分 との境で曲げてやります。ここで、注意する事があります。それは、曲げるとそこが弱くなるのです。 そこで、曲げた所に水溶きボンドを塗っておく事です。こうする事で、曲げた所が強化されます。ただし、 乾くまで時間がかかります。また、写真では、よく分からないのです、「背もたれ」も少し湾曲させて います。これも、ボール紙で作ったいます。
　背もたれの縦棒と脚を補強する棒は、爪楊枝を使って作りました。なお、椅子は、サンドペーパー 仕上げてありますから、木の模様の紙で仕上げることが出来ないので、絵の具で着色しています。 ここでも、ノウハウがあります。それは、絵の具を水で溶くときに木工用ボンド混ぜるを事です。
















＜ドールハウスに挑戦！！（第九回）　「センターテープル」＞２００１年５月１５日
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　「センターテーブルの試作品」ができました。
　なぜ試作品といいますと、細工が汚くなってしまったからです。
　天板は、大理石模様の入ったお菓子の空き箱の段ボールを使いました。そのままでは、薄いので、２枚 を貼り合わせました。左手一本の作業ですから、先に段ボールを２枚貼り 合わせると、規定の寸法に切る段階で失敗することが多いので、工夫が要り ました。それは、規定の寸法よりほんの少しだけ多くして、２枚の段ボールを切り 取り、その２枚を貼りあわすという方法です。 よく乾いたら、サンドペーパーで規定の寸法にしました。それを、厚紙で 覆い、大理石が中に入っているというようにしました。
　脚なども、空き箱のボール紙を使っています。客は、何枚も何枚も貼り合わせた物（木材でいうと、 積層合板のように）を、やはり、サンドペーパーで、何回も何回もかけ、規定の寸法の柱にしました。 その柱を、ニッパーで切り、また、サンドペーパーで仕上げました。脚と脚を繋ぐ板も同様に作りました。 物入れの棒は、爪楊枝を使いました。
　細いボール紙を作るのにも、苦労しました。ちなみに、片手のみで、空き箱のボール紙を使って、 幅４ミリ、長さ２０センチくらいの物を何枚も作ってみてください。そうすると、両手が使えることが いかに素晴らしいか分かることでしょう。
















＜ドールハウスに挑戦！！（第十回）　「ソファー」＞２００１年６月２０日









[image: pho404]
　「ソファー」ができました。
　材料は、薄手段ボール、厚紙、不織布。こう書くと格好が良いけれど、実際には、捨ててしまう物をリサイクル しています。段ボールゃ厚紙は、お菓子などの空箱です。不織布は、貼付薬を薬を完全に洗った物が有ったので、 それを使っています。
　脚などの材料は、厚紙を使いました。お菓子などの空箱を用意します。その厚紙の折り曲げる ところから切り取ります。その厚紙を２枚水どきボンドで接着します。乾いたら、 脚用なら、幅５ミリ程度に切ります。（多の材料では、必要な幅）
　それを、何枚も何枚も貼り合わせます。（木材でいうと、 積層合板のように）　もた、乾燥したら、サンドペーパーで、何回も何回もかけ、規定の寸法の柱にします。 その柱を、必要な長さにニッパーで切りました。サンドペーパーで仕上げているとき、接着面が弱くなって くることがあるので、その場合は、水どきボンドをつけるようにしました。この場合、乾燥するまで、作業は中断 しました。
　このことを使用して、後脚を曲げまています。前回の「椅子」にも、このことを使用しています。最後に、 絵の具で塗装しました。少し、水どきボンドを加えることがノウハウです。
　本体ができたら、背もたれ・座る所を作りました。
　まず、空き箱の段ボールを必要な大きさに切ります。背もたれの場合は、３枚接着しています。座る所は、 ４枚接着しました。乾いたら、サンドペーパーで仕上げました。必要なところにＲを付けることに苦労しました。 段ボールの作業が終ったら、不織布を貼りました。貼るときにも、片手の作業には、工夫があります。それは、 一度に貼るところが乾燥したら、次の場所に移ることです。それで、速乾ボンドを使い、順番に作業する という方法を取りました。
















＜ドールハウスに挑戦！！（第十一回）　「ナイトテーブル」＞２００１年８月３０日
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　「ナイトテーブル」を作りました。
　材料は、例によって、菓子などの空き箱の「薄手段ボール」「厚紙」です。
　「天板」は、薄手段ボールを２枚貼り合わせ、木目の模様の紙を貼り合わせて作りました。 せっかく木目の紙を使ったのに、汚れてしまったので、絵の具で塗装しました。
　脚は、前回も使ったのですが、厚紙を積層合板のように貼り合わせて使いました。 後の材料も、厚紙を積層合板のように貼り合わせて使いました。当然、脚のときより、 厚みは、少なくしています。
　作業が雑な点があり、古びたナイトテーブルになってしまいました。
















＜＜ドールハウスに挑戦！！ 第十二回　フレーム　＞＞
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　末の娘が久しぶりに家に帰ったとき、小さな物を作っていました。何を作っていると見ていると、私が 作っているドールハウスの小物を作っているのだった。丁度、私がライティングディスクを作っていたので、 そのライティングディスクに合う、ノート、鉛筆、本などを作っているのでした。壁にかけるフレームも二つ 作っていました。左手一本の私の作業より、数倍はやく作っていました。
　そのフレームは、厚紙を切った物をそのまま貼りつけた物でした。
それで、切り口の塗装するようにした「フレーム」を作りたいと思い試作をして見ました。
　私は、左手一本ですから、それ相当の作業の手順が要ります。両手が使える人は、「フレーム」だけを作り、 その中に絵や写真を収めることも出来ます。つまり、普通の「フレーム」を使うことと同じことができます。
　私は、まず、絵や写真を印刷し、その絵や写真の上に、「フレーム」を作ることをしました。「フレームの組み立て」 を参考にしてください。
　空き箱のボール紙は、少し薄いので、２枚貼りつけて使いました。本物の「フレーム」ように見せるために 、フレームは台形にしています。フレームの色は、２度塗装することにしました。そうしないと、外側に紙の 色がでてしまいます。
「目玉」は、絵や写真に、あらかじめ、水どき木工用ボンドを塗っていることです。そうすることで、ガラスがはまって いるように見えます。
















＜＜ドールハウスに挑戦！！ 第十三回　本　＞＞２００２年３月９日








[image: pho408]

　本棚を、随分前に作ったのですが、肝心の「本」が作っていませんでした。だから、「本」を作りました。
　「本」を作るにも、左手一本では、工夫がいります。紙を切るとき、押さえる手が使えません。 どうしても、「錘」を使うことが必要です。しかし、「錘」だけで、押さえておくことはできないことが多い ので、切り幅がすれてしまうことが多々あります。OLCFAの「CUTTER MATE」を使用しています。「CUTTER MATE」は、 物差しの上部に固定する金具がついていますから便利です。「CUTTER MATE」が動くことを防ぐためには、 やはり、「錘」を使っています。
　まず、本の高さに相当した幅に厚紙を切ります。それを、本の大きさに切る方法を使いました。切った厚紙が短くなって くると、動くことが多くなるので、約１０㎝くらいになると捨ててしまいます。空き箱のボール紙を使うことの 訳は、捨ててしまう物が多くなることがあるのです。
　厚紙で本の本体に、パソコンのプリンターで印刷した「背表紙」を貼り、本らしく仕上げました。「本棚」 の中の本は、中身は入っていません。「日本史」と書いている本は、端に「ブックエンド」を作り、ボンドで 固定してあります。「百科事典」は、それぞれ単独で取り出せるように作っています。
　センターテーブルに置いている本だけは、表紙を作って後、メモ用紙を一部を切りとり、それをボンドで貼りつけて あります。

　もう少し、詳しい作り方が知りたい人は、メールをください。
















三角折り紙　　　「かえる」２００２年４月６日
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　今回から、タイトルを「リハビリで作った物」に戻しました。「三角折り紙」「ドールハウス」「切り絵」等、 リハビリのために作った物を掲載していくことにします。
　理由は、毎月、「三角折り紙」「ドールハウス」などを掲載することが、負担になったからです。ホームページ以外に、 特殊学級用のソフト作りを再開したので、時間的に無理になったのです。

　タイトル通りに、三角折り紙の「かえる」も、広告の用紙を使っています。「かえる」には、緑色のチラシが大量に いります。幸、ある店のチラシは、緑色だけの物があったので、そのチラシを使いました。
　一周分でけで、チラシ一枚がいるので、「かえる」を作りたいと思っても、簡単には行きませんでした。 「かえる」は、失敗や、緑色が乏しいピースが出来て、やく２０枚ほどのチラシが貯まるまで待つ必要でした。
　目や手などの部分には、画用紙を使っています。動眼が使えるともっと可愛い物になったと思います。
















三角折り紙　　「きつね」２００２年７月２日







 　[image: pho403]
　今までの「三角折り紙」は、筒状の物ばかりでした。今回の「きつね」は、板状の物です。左手一本で つくるかどうか分かりませんでした。ちょっとした工夫をすると作ることが出来たので掲載します。

　まず、「体」を組みました。画用紙を４㎝×２０㎝くらいの大きに切り、台紙とします。（体が完成 したら、余分なところは、切る）そして、１段目を２ピースと２段目を１ピースを組みます。それを、 台紙に接着します。（図参照）そして、２段目と１段目のピースを加えます。１段目のピースをポンドで 接着します。１段目と２段目が組みあがったら、３段目以降を組みます。
　「顔・尾・手」は、台紙が無いので、重りを使って組みます。「尾」の場合、一番目の白いピースを横に して、重りで固定し、ポケットを「爪楊枝」を使い、開けておきます。そのポケットに２段目のピースを 組み、水溶きボンドで固定します。裏返して、同様に２段目のピースをつけます。３段目以降は、重りを ２個使い、「はさみ」ます。そして、ポケットを「爪楊枝」で開いておいて、４段目の真中のピースを つけ、それから、左右のピースを組みます。後は、同様にして組みます。「尾」「手」も同様にして 組みます。

　「顔」に「目」と「ひげ」を画用紙で作り、接着します。「顔」「尾」「手」をボンドで取りつけ、 完成です。
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木の工作　　「貯金箱」２００２年８月１日







[image: pho404]

　毎年、子どもが夏休みになると、子どもが自由作品用として、木の工作キットが売り出します。私は、 病気になって、右手の自由を失っています。だから、左手１本でも、「木の工作」が出来るか確かめる ため、木の工作の「貯金箱」を作っています。

　今年も、「ユニ」で、木の工作の貯金箱のキットがあったので購入しました。キットの題は、「新・ 森の山小屋」という物です。 このキットは、基本的の工作方は、書いていますが、色や細部は、自分の自由にするようになっていました。 
　部品の大きなは、屋根材以外は、きちんと切ってありました。屋根材は、幅１㎝で長さが１６㎝くらいの 薄板が入ったいました。そして、長さが３㎝くらいに切って使うと書いてありました。道具は、「ハサミ」で 切ると書いていましたが、私は、手は、左手１本ですので、「ハサミ」は、使えませんので、「ニッバー」を 使いました。材料を重りで固定することは、勿論のことです。
　出来あがった物は、高さが１４㎝強で幅が１５㎝くらいの物になりました。二本の煙突の中の屋根の 一部がくりぬいて、硬貨が入るようにしています。少し色が濃いので、木の感触が消えてしました。色は、 絵の具ですが、水で溶くときに、木工用ボンドを加えています。
















＜「しおり」用の切り絵　「コスモス」＞ 　２００３年１０月１日
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　今回は、「しおり」用の切り絵「コスモス」を掲載します。「しおり」用の
切り絵は、数年前に一度掲載することがありました。その時は、「コスモス」は、
ありませんでした。そこで、「コスモス」を掲載します。

 　「コスモス」は、切る時凸凹が多く(図の黄色の○)、線が細い(図の青色の○)こと
も多いので、初心者には、作ることが困難と思います。
　一度作ってみようとする人は、原画を送ります。原画は、「ペイント」で作っています。原画は、 メールで送ります。あなたのメールを待っています。

　作り方は、原画を黒色紙にホッチキスでとめます。ホッチキスでとめる場所は、完成品にする場所の 外にします。私の場合、上下の４箇所に、その真ん中の２箇所をとめました。両手が使える人は、上下の ４箇所でも良いと思います。それは、カーブのところでもも常に「刃」と紙が直角になるようにすることが 出来もからです。それが済んだら、切り始めます。切る順番は、上から順番に切ると良いと思います。

　私は、左手だけですら、カーブがきついところは、２回に分けて切ります。両手が使える人は、 紙を片方の手で回すようにして、１回で切るときれいに出来ます。
　丁寧に切らないと、切り抜きをするので注意してください。片方が切り抜きした時は、後で、裏から、 細い黒いの画用紙で貼り付ける方法で修理することが出来ます。
　切り抜けた部分が本体から外れた場合は、その場所を覚えておいて、その部分を、細い紙で補修する ことも出来ます。

　切り終ったら、例によって、障子紙を絵の具で着色したが紙を貼ります。コスモスの花びらは、大部分は、 一つ一つ貼りました。

　最後に、裏に薄い青の画用紙で貼り、乾いたら、余分の部分を切り取り、リボンを付けて完成です。 (写真は、リボンを付ける前の写真です。)


















三角折り紙　　＜＜　ひつじ　＞＞２００３.１.１
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　三角折り紙の＜ひつじ＞は、前に掲載したことがありました。今年は、未年ですから、 ＜ひつじ＞を、また、掲載します。
[image: pho400]

　ピースは、例により、チラシを使っています。チラシを縦に６つ横４つの２４等分に切り、 それをもとにピースを作ります。実際の作業は、チラシを半分に折り、そのチラシをまた半分に折り、 そのチラシをまた半分に折ります。そして、一度、カッターナイフで切ります。そして、出来た紙を ３分の一に切ります。そして出来た細長い紙を、ピースにします。（ピースま作り方を知りたい方は、 ここを開いてください。）
　色は、本体と足・尾は、チラシの裏の白を使います。角は、チラシの表の赤を使っています。目は、 動眼もどきのボタンを使いました。
　[image: fig400]

　まず、16個のピースを小さい紙にボンドでつけます。そのとき、気をつけることは、紙が内側に するということです。2周目から9周目まで、「順差」でピースを差していきます。３周目からは、少し 浅く差していきます。１周組むと水溶きボンドで接着します。
　１０周目は、９個のピースは、「順差」で、後の７個は、「逆差」で組みます。１１周目から後は、 「逆差」「順差」も、ピースを減らしていきます。
　本体が出来あがったら、足・尾・角をつけます。角のピースは、少し小さい物を使います。足は、体が きちんと立つようにつけてください。

　私が作った物を参考にして、あなたのオリジナルの「ひつじ」を作ってください。


















＜＜　モクレン （葉書版の切り絵）＞＞　　2003/4/12
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　今回は、写真をもとにした葉書版切り絵の
「モクレン」を作ることにします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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①　トップページのタンポポやユキヤナギの同じ日に
　　撮影した写真をもとにしました。
　　
　　
　モクレンの写真を「画像処理ソフト」を使って、切り絵に 適した部分を切り取りました。その写真を「ペイント(ソフト)」を使って切り絵用原画を作ることに しました。写真のままだと、左下が花がないので、「ペイント」で、上の花をコピーしました。 (黄色にした部分)
　後は、「ペイント」で、枝だや花びらの縁を黒線で囲み、余分のところは「白」にすることの作業を しました。この作業は、大変時間がかかりました。
　最終的には、右の用にしました。（まだ修正するとよいのですが・・・・・）
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②　切る。
　　プリンターで原画を印刷しました。その紙を黒画用紙にホッチキスで固定して、
　「切る」ことをしました。
　　　今回は、下の方から、順番に切り取りました。
　　私の場合は、左手一本ですから、「切る作業」は、紙を持ってすることが不可能です。
　　だから、錘を使って紙を押さえてやりました。切るところのカーブがきついと所は、
　　何回かに分けて作業しました。
③　色紙をはる。
　　　切り終わったら、花の部分や幹に色紙を貼りました。
　　色紙は、グラデーションが付くように、障子紙を絵の具で色を付けて、作りました。
　　切った物に色紙を重ねて、切る位置を鉛筆でしるしを書いて切って貼りました。
　　　そのためには、下から光を当てることが必要ですが、以前、自作の道具を活用しました。
④　バックの紙をはる。
　　　色紙を貼ることが出来たら、青で色をつけて障子紙を張ります。
⑤　最後に、葉書に貼る。
　　完全に乾く前にアイロンをかけるとよいと思います。

















＜はがき版の切り絵　「アジサイ」＞２００３年６月５日　再掲







　(２０００年６月１日　掲載の物を元)
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　今年も、アジサイの花が咲き始めました。 前回の「はがき版切り絵『モクレン』」に引き続き、「はがき版切り絵」を掲載します。「アジサイ」、３ 年ほど前に掲載したものです。

　原画は、名古屋市総合リハビリセンターを退所する
とき、頂いた物です。頂いた物は、色黒の物でした。

　原画は、色紙(しきし)版の大きさです。それを スキャナーで撮り、それを、画像処理を行うソフトで、 ハガキ版に縮めました。それを、「ペイント」ソフトで、 修正してハガキ版の原画にしました。

　「アジサイ」は、中心から、周囲に向かって、ただ、ひたすらに切って行くだけです。そうは言っても、切り絵の初心者には、大変です。「大変だ」と言うなら、挑戦して見る価値がありそうだと言う人には、原画をメールで送ります。

　切り終わったら、例により、障子紙に絵の具で色を
つけて色紙を、裏から貼ります。
　色紙版のときは、花びらを一つ一つ貼りましたが、
はがき版では、ある程度まとまった部分を貼りました。
右上の物と葉は、一つにするように貼りました。
















＜はがき版の切り絵　「バラ」＞２００３年７月５日　掲載
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　確かに葉書版切り絵「バラ」は、掲載したと思いますが、前に掲載した物の保存を忘れていたためか再掲載が出来なきないので、作り直しをしました。

　原画は、家内の所へ届いた「絵手紙」を元になっています。
その絵を元にして切り絵用に直しました。

　「バラ」は、「モクレン」とは違い、「アジサイ」と同様に版画の印刻にあたる切り方にしています。
　切り方は、「モクレン」と同様、上から下にと切り進んでいきます。ただし、花の部分は、頭頂部(小さい部分)から切り始めます。後は、上から下へと切っていきます。
　茎の上半分を切ったら、蕾を切るほうが良いと思います。

切り終わったら、例によって、障子紙に絵の具で色をつけた色紙(いろがみ)で、彩色します。
　今回は、花・蕾は、着色したときの「むら」を活かし、
一枚で貼りました。花・蕾を貼り終わったら、茎を貼ります。色紙(いろがみ)は、下から光を当てる器具(自作)を使って、「むら」を活かして、鉛筆で周りを書き、切り取りました。葉は、葉一枚つづ、貼りました。

　障子紙を絵の具で着色する方法は、自分で「むら」を作ることが出来て、味わい 深い作品が出来ます。
あなたも、作ってみませんか？　作ってみたい人には、原版のもとをメールで送ります。
原版は「ペイント」で作ってあります。住所・氏名をメールで送ってくれるの人は、原版をプリントした
物を郵送します。ぜひ、あなたも作ってみてください。
















＜はがき版の切り絵　「ハイビスカス試作品」＞２００３年８月５日　掲載
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　七月中旬に、岡崎の知人が、知多半島の南部に用事があったということでした。それで、私の家にも寄ってくれました。そのとき、ハイビスカスの鉢植えを持っきてくれました。
　その「ハイビスカス」を家内がさっそくデジタルカメラで写真を撮ったので、そのハイビスカスを葉書版の切り絵にしようと思いました。

　まず、「モクレン」を作ったような手順で切り絵用の原版を作りました。(「モクレン」のページ参照)　　ただ、ハイビスカスの場合、「めしべ」「おしべ」をどうするかが問題でした。
試作品をよく見ると「めしべ」「おしべ」に小さな穴が開いているのが分かりますね？
　そうです、切り取る前に、「めしべ」「おしべ」に針で穴を開けるという作業を加えました。一応、作業の手順が決まり、作って見ました。

　しかし、出来上がった物を見ると、「おしべ」の穴は、つぶれて、ほぼ、黒一色 となっています。そこで「試作品」という題名をつけてあります。
　そこで、作り方の工夫が必要になります。穴を先に開けることをやめて、切って、色紙(いろがみ)を 貼ってから、「めしべ」「おしぺ」の穴を開けたらと思っています。そして、「めしべ」「おしぺ」の穴に、 あらためて、色紙(いろがみ)を貼ったらどうかと思っています。

　今、原版の修正をしています。葉の部分の凸凹を少し強くしたいと思っています。修正が済んだら、 改めて、「ハイビスカス」を作ります。「めしべ」「おしべ」の穴を開ける作業は、後にする方法で 作る予定です。官製したら、ＨＰに掲載します。
















 ＜「しおり」用の切り絵　「コスモス」＞ 　２００３年１０月１日　掲載
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　今回は、「しおり」用の切り絵「コスモス」を掲載します。「しおり」用の切り絵は、数年前に一度掲載することがありました。その時は、「コスモス」は、ありませんでした。そこで、「コスモス」を掲載します。

 　「コスモス」は、切る時凸凹が多く(図の黄色の○)、線が細い(図の青色の○)ことも多いので、初心者には、作ることが困難と思います。
　一度作ってみようとする人は、原画を送ります。原画は、「ペイント」で作っています。原画は、 メールで送ります。あなたのメールを待っています。

　作り方は、原画を黒色紙にホッチキスでとめます。ホッチキスでとめる場所は、完成品にする場所の 外にします。私の場合、上下の４箇所に、その真ん中の２箇所をとめました。両手が使える人は、上下の ４箇所でも良いと思います。それは、カーブのところでもも常に「刃」と紙が直角になるようにすることが 出来もからです。それが済んだら、切り始めます。切る順番は、上から順番に切ると良いと思います。
[image: pho365]


　私は、左手だけですら、カーブがきついところは、２回に分けて切ります。両手が使える人は、 紙を片方の手で回すようにして、１回で切るときれいに出来ます。
　丁寧に切らないと、切り抜きをするので注意してください。片方が切り抜きした時は、後で、裏から、 細い黒いの画用紙で貼り付ける方法で修理することが出来ます。
　切り抜けた部分が本体から外れた場合は、その場所を覚えておいて、その部分を、細い紙で補修する ことも出来ます。

　切り終ったら、例によって、障子紙を絵の具で着色したが紙を貼ります。コスモスの花びらは、大部分は、 一つ一つ貼りました。

　最後に、裏に薄い青の画用紙で貼り、乾いたら、余分の部分を切り取り、リボンを付けて完成です。 (写真は、リボンを付ける前の写真です。)
















＜「しおり」用の切り絵　「キク」＞ 　２００３年１１月１日　掲載







[image: pho370]
　今回は、「しおり」用の切り絵「キク」を掲載します。「しおり」用の切り絵「キク」は、一度掲載しましたが、一部「デザイン」を修正しました。

 　まず、デザインした物をプリンターで印刷した用紙を黒画用紙にホッチキスでとめます。 「キク」の場合は、一番始は、花の部分(ア)を切ります。 花びらの上の段から順番に切ります。小さい切れ込みがたくさんあるので大変です。
　花の部分が終わったら、花の上の部分(イ)を切ります。まず、花びらの 外側を切ります。それから、両側の縦の線を切り、上の線を切ります。(直線は、慎重に切らないと、波を 打ってしまうので・・・)
　花が終わったら、葉を切ります。私の場合、まず、向かって左上の葉(ウ) から切っていきました。茎に近い方から順番に切りました。葉の半分を切ってから、残りの半分を切りまし た。
　次に、花と葉の間(エ)を切りました。後は、上から順番に切り取りまし た。
　葉の切り方を参考までに、書きます。右側の一番上の葉を例にして書きます。この葉の場合、まず、 葉と茎の間(青線)を切ります。順番は、数字で書いたようにすると良いで しょう。
　次に、葉の(黄色)の線の部分を切ります。切る順番は、緑の数字の順番に すると良いでしょう。特に４番と５番を変えると切りにくくなることがあるので注意する。後は、説明した ことに準じて切ります。
[image: pho375]


　切り終ったら、ホッチキスでとめた用紙を外します。私の場合は、カッターナイフでホッチキスの針の 傍で切ることで外しています。両手が使える人は、手でホッチキスの針を外すことで出来るでしょう。

　用紙を外したら、例によって、障子紙に絵の具で着色した色紙を貼ります。切った物・黒画用紙を裏返し て、色紙も裏返して、光を通すようにした器具を用意して、鉛筆で形を取り、それを切り取り、切った物・ 黒画用紙の裏から貼ります。花・葉は、各１枚で貼りました。絵具で着色したむらを有効に使い味わいの ある切り絵になるようにする。
　最後に、５センチ×１５センチの大きさに裁断して、リボンをつけて完成です。

　「キク」は、「コスモス」と比べて、簡単なので、初めての人でも出来ると思います。挑戦したい人は、 メールをください。
















＜「しおり」用の切り絵　「ツバキ」＞ 　２００３年１２月１日　掲載







[image: pho380]
　花の咲く時期より、少し早いと思いますが、今回は、「ツバキ」を取り上げます。
　この「ツバキ」は、白黒でも作品を仕上げることが出来ます。以前デザインしたときに、白黒でも完成 することを考慮してたからです。「コスモス」では、カラーを前提してデザインしてあります。

 　デザインは、以前の物を使いました(一部修正を加えました)。まず、デザインした物をプリンターで 印刷した用紙を黒画用紙にホッチキスでとめます。 「ツバキ」の場合は、一番始は、花のおしべから切ります。。 細長い部分(赤い線で表している)切っていきます。その際、少し長く切って おくとよい。順序は、右端からでも左端からでもよいと思います。
　それから、青い直線を切ります。緑の線 を切り、黄色の線を切ると、おしべの内側が完成です。
　おしべを切り終ったら、花びらを切ります。次に、もう一つの花を 切ります。そして、蕾を切ります。蕾は、中の小さいものから切り、そして、外側を切ります。 そうしないと、内側を切る時、うまく切ることが出来ないと思います。
　次に、葉の葉脈を切り、最後に余白を切ります。
[image: pho385]

　(以下、「キク」と同じ)切り終ったら、ホッチキスでとめた用紙を外します。私の場合は、カッター ナイフでホッチキスの針の傍で切ることで外しています。両手が使える人は、手でホッチキスの針を外す ことが出来るでしょう。

　用紙を外したら、例によって、障子紙に絵の具で着色した色紙(いろがみ)を貼ります。 切った黒画用紙を裏返して、色紙(いろがみ)も裏返して、光を通すようにした器具を用意して、鉛筆で形を 取り、それを切り取り、切った黒画用紙の裏から貼ります。(ここまで)
　色紙を貼る順番は、おしべ、花びら(一枚ずつ)、蕾(色紙は一つ)、葉の葉脈の順番に貼りました。 そして、バックの青色の画用紙を貼ります。バックは、全面に貼ります。そうすると、しおりとして使う 場合、強度が増すと思います。写真の場合、リボンをつけていないですが、実際は、リボンをつけます。 勿論、リボンも自分でつけます。左手のみでリボンをつけるのは、苦労します。
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